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「頼られる商工会議所を目指して」苫小牧商工会議所

苫小牧商工会議所
LINE公式アカウント

ここから登録
まずは
友だち
登録を♪

第388回常議員会・第183回通常議員総会開催 ▶ P2

2023年度事業計画・予算 ▶ P3
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広報紙面
広告掲載のご案内

苫小牧商工会議所月刊広報紙「商工会議所・とまこまい」では、会員事業所の広告掲載をいたします。
広報紙は、毎月約2,300の事業所等へ配布されます。事業所のPRにご活用下さい。

広告は1段 
縦4cm×横18cmサイズで
11,000円（税込）から

お問い合わせ・お申込み 総務部 Tel.33-5454 / FAX.32-6058

例えば
苫小牧市表町●丁目 × 番地◆号
TEL（0144）◎●-◆△▼×

第
３
８
８
回
常
議
員
会

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は
3
月
15

日
、
経
済
セ
ン
タ
ー
で
第
３
８
８

回
常
議
員
会
を
開
催
し
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、
6
月
に
苫

小
牧
で
開
催
さ
れ
る
全
道
商
工
会

議
所
大
会
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
2
0
2
3
に

つ
い
て
、
苫
小
牧
市
へ
の
商
工
業

振
興
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
2
0
2
3
年

度
事
業
計
画
書
(案
)に
つ
い
て
、

2
0
2
3
年
度
収
支
予
算
書
(案
)

に
つ
い
て
な
ど
第
1
8
3
回
通
常

議
員
総
会
提
出
議
案
を
決
め
た
。

　
議
事
終
了
後
、
北
海
道
警
察
本

部
警
備
課
よ
り「
経
済
安
全
保
障
」

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
あ
り
、

企
業
の
技
術
に
関
す
る
情
報
が
、

海
外
へ
流
出
す
る
事
例
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
実
際
の
事
例
や
具

体
例
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
た
。

胆
振
経
済
団
体
懇
談
会
の

要
望
活
動
を
実
施

　
３
月
30
日
、
東
胆
振
経
済
懇
談

会
に
よ
る
要
望
活
動
が
行
わ
れ
、

北
海
道
運
輸
局
へ「
北
海
道
運
輸

局
苫
小
牧
運
輸
支
局
(仮
称
)の
新

設
」、
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ「
日

本
政
策
金
融
公
庫
苫
小
牧
出
張
所

の
支
店
へ
の
昇
格
」、「
中
小
企
業

者
に
対
す
る
融
資
の
円
滑
か
つ
弾

力
的
取
扱
い
」を
求
め
る
要
望
書

を
手
渡
し
た
。

　
東
胆
振
経
済
懇
談
会
は
、
同
一

経
済
圏
に
お
け
る
経
済
界
が
協
調

し
て
共
通
す
る
問
題
の
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
東
胆
振
の
１

市
４
町
の
経
済
界
(白
老
・
安
平
・

厚
真
・
む
か
わ
町
商
工
会
、苫
小

牧
商
工
会
議
所
)に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
意
見
交
換
会
や
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

苫
小
牧
商
工
会
議
所
　
第
１
８
３
回
通
常
議
員
総
会
開
催

２
０
２
３
年
度
　
事
業
計
画
と
予
算
を
決
議

　
苫
小
牧
商
工
会
議
所
は

３
月
22
日
、
第
１
８
３
回

通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
、

新
年
度
の
事
業
計
画
な
ら

び
に
予
算
な
ど
議
案
２
件

を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
会
議
に
先
立
ち
宮
本
知

治
会
頭
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
混
迷
を
深
め
る
世
界

情
勢
と
経
済
情
勢
な
ど
事

業
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
に
つ
い
て
言
及
し
、

「
事
業
の
継
続
と
雇
用
の

維
持
に
必
死
に
取
り
組
む

事
業
者
を
後
押
し
す
る
」

と
述
べ
た
。

　
協
議
事
項
と
し
て
、
２

０
２
３
年
度
事
業
計
画
な

ら
び
に
収
支
予
算
を
審
議
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
「
頼
ら
れ
る
商
工
会

議
所
を
目
指
し
て
」
と
し
、
重
点

事
業
に
「
１
．
政
策
提
言
・
要
望

活
動
」、「
２
．
グ
リ
ー
ン
社
会
の

実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
政
策
へ
の
対
応
」、「
３
．
駅
前

ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
の
推
進
」、「
４
．
社
会
経
済
活

動
の
正
常
化
に
向
け
た
伴
走
型
支

援
」
の
４
つ
を
掲
げ
た
。
収
支
予

算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
な
ら

び
に
特
別
会
計
５
会
計
の
総
額
5

億
7
3
9
9
万
円
を
計
上
。
支
出

に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
見
込
み
つ
つ
経
費
節
減
に
努
め

な
が
ら
、
全
道
商
工
会
議
所
大
会

関
連
費
用
や
Ｄ
Ｘ
事
業
促
進
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
導
入
費
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
事
業
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
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苫
小
牧
商
工
会
議
所
　
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画 
2
0
2
3
年
度
事
業
基
本
方
針

頼
ら
れ
る
商
工
会
議
所
を
目
指
し
て

化
へ
の
協
力

③  

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
拠
点
形
成

へ
の
調
査
研
究

④  

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
調
査

研
究

⑵  

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
関

す
る
事
業
の
実
施

①  

グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
誘
致
推
進

②  

北
海
道
ニ
ュ
ー
ト
ピ
ア
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
研
究
会
へ
の
参
画

③  

海
底
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
陸
揚

げ
に
関
す
る
情
報
収
集

④  

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に

係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
の
推
進

⑶  

低
廉
な
電
力
の
安
定
供
給
、

環
境
関
連
事
業
の
推
進

①  

泊
発
電
所
の
安
全
性
確
保
を

前
提
と
し
た
早
期
再
稼
働
実

現
へ
の
協
力

⑷  

(新
)中
小
企
業
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
理
解
促

進
と
取
り
組
み
へ
の
支
援

①  

(新
)Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推

進
②  

(新
)企
業
の
C
O
2 
排
出
量

見
え
る
化
に
向
け
た
取
組
の

推
進

３
．
駅
前
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
構
想
の
推
進

　
駅
前
ビ
ジ
ョ
ン
・
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
構
想
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

駅
前
の
再
生
と
活
性
化
に
向
け
、

今
で
き
る
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①  

駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
へ
の

参
画

②  

都
市
再
生
講
演
会
の
実
施

③  

次
世
代
産
業
創
出
の
推
進

④  

(新
)ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

等
の
実
証
事
業
へ
の
参
画

４
．
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
に

向
け
た
伴
走
型
支
援

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
、

資
源
・
資
材
等
の
高
騰
、
円
安
、

物
価
高
の
影
響
下
に
お
け
る
社
会

経
済
活
動
正
常
化
の
た
め
、
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴  

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者（
創

業
予
定
者
含
む
）に
対
す
る
伴

走
型
支
援
の
強
化

①  

(新
)小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
等
の
各
種
補
助
金
を

活
用
し
た
販
路
開
拓
支
援

②  

(新
)創
業
支
援
の
強
化

⑵  

事
業
継
続
・
転
換
・
再
構
築
支

援
に
向
け
た
諸
施
策
の
展
開

①  

相
談
体
制
・
セ
ミ
ナ
ー
の
拡

充
等
に
よ
る
経
営
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
強
化

②  
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

需
要
喚
起
支
援

2023年度収支予算書総括表 （単位：千円）

会　　　計 収入 支出
本年度予算額 前年度予算額 比較増減 本年度予算額 前年度予算額 比較増減

一般会計 153,520 152,100 1,420 153,520 152,100 1,420
中小企業相談所特別会計 81,500 81,500 0 81,500 81,500 0
労働保険事務組合特別会計 9,340 9,650 ▲310 9,340 9,650 ▲310
共済制度特別会計 28,450 25,800 2,650 28,450 25,800 2,650
特定退職金共済制度特別会計 212,410 212,450 ▲40 212,410 212,450 ▲40
経済センター特別会計 88,770 163,500 ▲74,730 88,770 163,500 ▲74,730

合　　　計 573,990 645,000 ▲71,010 573,990 645,000 ▲71,010

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２

類
か
ら
５
類
へ
と
変
更
が
検
討
さ

れ
、
長
き
に
わ
た
っ
て
我
慢
を
強

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
発
端
と
す
る
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
物
価
の
上

昇
な
ど
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
逆
境
を
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
以
下
の
５
つ
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ
．
重
点
事
業

Ⅱ
．
経
営
支
援
対
策
事
業

Ⅲ
．
地
域
経
済
活
性
化
事
業

Ⅳ
．
商
工
会
議
所
運
営
事
業

Ⅴ
．
特
別
事
業

　
今
回
は
重
点
事
業
に
絞
っ
て
説

明
し
ま
す
。

Ⅰ
．
重
点
事
業

１
．
政
策
提
言
・
要
望
活
動

　
社
会
基
盤
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
目
指
し
、国
、道
、市
等
の
関
係

機
関
に
対
す
る
政
策
提
言
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴  

国
・
道
・
市
等
関
係
機
関
・

団
体
へ
の
提
言
・
要
望
・
陳
情

活
動

①  

市
へ
の「
商
工
業
振
興
に
関
す

る
要
望
書
」提
出

②  

広
域
連
携
に
よ
る
要
望
活
動

の
強
化

③  
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

へ
の
要
望

⑵  

行
政
並
び
に
地
域
関
係
団
体

と
の
政
策
懇
談
会
の
開
催

①  

市
と
の「
経
済
会
議
」の
開
催

②  

東
胆
振
経
済
団
体
懇
談
会
の

開
催

２
．
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に

向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

政
策
へ
の
対
応

　
世
界
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
対
応
競
争
な
ど
、
次
世

代
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
苫
小

牧
地
域
が
変
化
に
対
応
し
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴  

苫
小
牧
C
C
U
S
・
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
協
議
会
へ
の
参
画

①  

再
エ
ネ
・
水
素
・
運
輸
・
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
専
門
部
会
の
開

催
②  

二
酸
化
炭
素
回
収
・
利
用
・

貯
留
(Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
)事
業
実
用
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東
開
文
化
交
流
サ
ロ
ン
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
2
0
2
2
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
東
開
文
化
交
流
サ
ロ
ン
は
、

東
開
町
の
住
宅
街
に
位
置
し
、
図

書
館
で
あ
り
、
カ
フ
ェ
で
も
あ
り

な
が
ら
、
福
祉
機
能
を
有
す
る
公

共
施
設
で
あ
る
。「
交
流
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
」「
人
が
文
化
を
創

る
」「
多
様
性
が
寛
容
を
生
む
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
共
生
型
福
祉

の
「
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う
ゆ
う
」

（
当
別
町
）
と
図
書
館
運
営
を
行

う
「
㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
」

が
共
同
で
運
営
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
る
場
所
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
館

内
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
見

守
り
支
援
員
が
常
駐
し
、
必
要
に

応
じ
て
他
機
関
と
連
携
す
る
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
悩
み
を
抱

え
る
方
ま
で
誰
も
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
「
居
場
所
」
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
や
図
書
ス

ペ
ー
ス
な
ど
で
は
障
が
い
の
あ
る

方
が
就
労
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

人
の
た
め
の
地
域
福
祉
の
拠
点
を

目
指
し
て
い
る
。

施
設
内
に
潜
入
し
ま
し
た
!!

①
多
目
的
ホ
ー
ル

　
建
物
に
入
っ
て
正
面
に
は
、

1
0
0
名
程
度
収
容
で
き
る
多
目

的
ホ
ー
ル
が
あ
る
。
収
納
式
の
ス

テ
ー
ジ
を
備
え
た
本
格
的
な
ホ
ー

ル
で
、
説
明
会
や
会
議
の
ほ
か
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
等
の
団
体
が
利
用

し
て
い
る
と
い
う
。
利
用
予
約
が

入
っ
て
い
な
い
時
に
は
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
場
と
し
て
開
放
し
て
い

る
た
め
、
取
材
時
も
多
く
の
小
・

中
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。

②
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

　
建
物
を
進
む
と
次
に
目
を
引
く

の
が
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
「
パ
ー

ラ
ー
東
開
町
2
丁
目
」。
札
幌
の

有
名
店
「
パ
フ
ェ
佐
藤
」
が
監
修

し
た
パ
フ
ェ
と
、
ネ
ル
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
ド
リ
ン
ク
類
を

提
供
し
て
い
て
、
待
ち
合
わ
せ
や

打
ち
合
わ
せ
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
公
共
施
設
と
感
じ
な

い
ほ
ど
お
し
ゃ
れ
な
空
間
が
広
が

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
読
書
を

楽
し
む
人
や
パ
フ
ェ
を
目
当
て
に

「東開文化交流サロン」
に潜入しました！

話題の現場を探訪

　【図書機能】と【福祉拠点機能】を兼ね備えた、苫小
牧市の公共施設としては初の共生型地域福祉拠点で
ある「東開文化交流サロン」。オープンから半年が経
過した施設に広報担当者が潜入し、館長の池田圭吾
さんから施設の紹介、取り組みと今後の目標につい
てお話を伺いました。

館長　池田 圭吾さん

館内フロアマップ

①

②入口

③

⑤ギャラリー

③

④
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訪
れ
る
人
も
。
ド
リ
ン
ク
や
パ

フ
ェ
は
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
ド
リ
ン
ク
は
図
書

コ
ー
ナ
ー
へ
の
持
ち
込
み
も
可
能

で
あ
る
。

③
図
書
ス
ペ
ー
ス
と
絵
本
ホ
ー
ル

　
建
物
の
奥
に
は
図
書
と
絵
本
の

ホ
ー
ル
を
構
え
る
。
図
書
ホ
ー
ル

に
は
約
２
８
，0
0
0
冊
を
蔵
書

す
る
予
定
で
、
落
ち
着
い
た
読
書

ス
ペ
ー
ス
と
個
室
の
自
習
室
が
あ

り
、
読
書
と
勉
強
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
絵
本
ホ
ー
ル
に
は
約
5
，

0
0
0
冊
の
絵
本
が
あ
り
、
紙
芝

居
の
ほ
か
大
型
絵
本
や
布
絵
本
な

ど
の
珍
し
い
絵
本
も
充
実
し
て
お

り
、
親
子
で
読
み
聞
か
せ
を
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
図
書
ス
ペ
ー
ス
と
絵
本
ホ
ー
ル

に
あ
る
本
や
雑
誌
、
紙
芝
居
は
、

苫
小
牧
市
立
中
央
図
書
館
の
「
利

用
カ
ー
ド
」
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
。

④
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
は
、
20

人
程
度
の
少
人
数
が
利
用
で
き
る

貸
し
出
し
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
備
え
付
け
ら
れ

て
い
て
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
に
使

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン

や
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
完
備
さ
れ
て
い

る
の
で
、
料
理
教
室
や
女
性
向
け

の
サ
ー
ク
ル
と
い
っ
た
用
途
で
も

利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
予

約
が
な
い
時
に
は
開
放
さ
れ
て
お

り
、
取
材
時
に
は
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
っ
て
宿
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
。

⑤
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
通
路
の
壁
面
は
芸
術
作
品
の
展

示
を
行
う
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と

な
っ
て
い
る
。
取
材
時
は
当
麻
町

の
障
が
い
者
福
祉
事
業
所
「
か
た

る
べ
の
森
美
術
館
」
の
ア
ー
ト
作

品
を
展
示
し
て
い
た
。「
多
様
な

表
現
と
新
た
な
価
値
観
と
の
出
会

い
の
場
所
」
と
し
て
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
展
を
実
施
す
る
計

画
だ
。

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
し
て

　
開
館
か
ら
半
年
が
た
ち
、
地
域

の
人
た
ち
が
集
う
場
と
な
っ
た
同

施
設
。
日
中
は
高
齢
の
方
や
小
さ

な
子
ど
も
を
連
れ
た
子
育
て
世
代
、

夕
方
に
は
学
校
を
終
え
た
子
ど
も

た
ち
が
来
館
し
て
い
て
、
毎
日
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
が
行
き
交
う
「
交

流
拠
点
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
利
用
者
は
東
開
町
近
辺

の
住
民
が
中
心
だ
と
い
う
が
、

「
も
っ
と
市
内
全
域
の
人
に
施
設

を
知
っ
て
も
ら
い
、
目
的
や
用
事

が
な
く
て
も
自
由
に
立
ち
寄
れ
る

施
設
を
目
指
す
」
と
池
田
館
長
は

話
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
と
お
年
寄
り
が
一
緒
に

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
行
い
、

定
期
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
教

室
、
体
験
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

現
在
進
行
形
で
「
み
ん
な
と
一
緒

に
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施

設
」
を
作
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
一
度
訪

れ
て
み
て
ほ
し
い
。

営業時間： 全館9：00～21：00  
図書貸出9：00～17：00 
カフェ9：00～17：00 

（16：30ラストオーダー）
休館日：12/29～1/3
住所：苫小牧市東開町2-12-22
電話： 事務室（代表）84-7956
 図書室 84-7958
 カフェ 84-7957
FAX：55-3211
メール：tokaisalon@yu-yu.or.jp
HP：https://toukaisalon.jp/

施
設
情
報

臨海北通臨海北通

佐竹旅館佐竹旅館

沼ノ端
中学校
沼ノ端
中学校

JR日高本線

JR日高本線

東開
文化交流
サロン

東開
文化交流
サロン

ENEOSENEOS

ホクレンショップ
沼ノ端店

ホクレンショップ
沼ノ端店

HP

アクセスマップ
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TOPICS

製造業部会視察見学会  福島県内カーボンニュートラル関連施設の視察を実施

新入会員懇談会開催  ～新入会員と会議所役員・議員が歓談～

第15回東胆振地産地食フェア・イン・とまこまい 開催

　製造業部会（吉野晃崇部会長＝
出光興産㈱北海道製油所副所長）
は、3月9日から10日の2日間で視
察見学会を実施し、カーボンニュー
トラル先進都市として注目を集め
る福島県内の施設見学を行った。
正副会頭を含む部会メンバー14人
が参加した。
　1日目は石油資源開発㈱相馬
LNG基地と福島天然ガス発電所の
視察を行い、設備等について説明
を受けた。2日目は浪江町に移動
して、再生可能エネルギーを利用
した世界最大級の水素製造装置を
備えた「福島水素エネルギー研究

フィールド」を視察。
同施設が行っている
実証試験や普及への
取り組みなど説明を
受けた。
　その後、會澤高圧
コンクリート㈱（本
社苫小牧市）と浪江
町が協定を結んで建
設を進めている研究
開発と生産施設であ
る「福島RDMセン
ター」の建設現場を車窓から見学
した。
　各視察場所では新たな設備や技

術に接し、さまざまな質問がされ
るなど、実りのある視察見学会と
なった。

　苫小牧商工会議所は3月28日、
グランドホテルニュー王子で
「2022年度新入会員懇談会」を開
催。2022年度の新入会員23社と、
主催者側から宮本知治会頭以下、
副会頭、会員活動委員会委員ら合
わせて40人が出席した。
　懇談会冒頭に石田副会頭は新入

会員に対して「商工会議所は経営
相談をはじめ、さまざまな支援を
行っている。積極的に商工会議所
を利用してほしい」と歓迎のあい
さつを行った。出席者全員がそれ
ぞれの事業内容の説明など自己紹
介を行い、時間いっぱいまで和や
かに歓談して終了した。

　1月30日から3月19日にかけ、
「第15回東胆振地産地食フェア・
イン・とまこまい」がスタンプラ
リー形式で行われた。同フェアは
苫小牧商工会議所食品飲食業部会
（髙橋憲司部会長＝(有)志のぶ代表
取締役）が主管し、東胆振産食材
のPRを目的に2007年より東胆振
産食材を使った料理を楽しめる立
食形式のイベントとして開催して
いたが、新型コロナウイルス感染
症の影響により第14回からスタン
プラリー形式にて開催している。
　2度目のスタンプラリーとなった
今回は、市内39店舗が参加店とし
て登録し、スペシャルフレンチディ

ナーの招待券や白老産和牛、厚真
産米や苫小牧産の海鮮セットなど
豪華景品が当たるプレゼント抽選
を行った。
　3月28日に髙橋憲司実行委員長
による抽選会が行われ、地元企業
の協賛品も含めた計40本の景品が
スタンプラリー参加者に届けられ
た。特賞であるスペシャルフレン
チディナーチケットが当選した参
加者からは「特賞の当選はとても
うれしい。今回のスタンプラリー
がきっかけで行ったことのない飲
食店に行くことができた。ディナー
もとても楽しみにしている」と喜
びの声が聞かれた。
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TOPICS／お知らせ

新入会員のご紹介 2023年3月入会の事業所を紹介します。（敬称略、会員番号順）

事業所名 代表者名 住所 事業内容

C
カー
AR B

ビューティー
EAUTY P

プロ
RO A

アルファ
LPHA 濱田 久斗 拓勇東町 カーディテイリング業

ティーエムl
ラボ
ab 大下 珠緒 美原町 お惣菜販売

日本政策金融公庫中小企業事業部 希望する方はお電話でお問い合わせください。

中小企業団体中央会 毎週水曜日 10：00‒12：00

北海道信用保証協会経営相談 第1・第2木曜日 10：00‒16：00

日本政策投資銀行 希望する方はお電話でお問い合わせください。

事業経営に必要な専門的アドバイスは、
商工会議所・中小企業相談所の専門相談員にご相談ください。
事前予約が必要な場合がございますのでまずはご連絡ください。専門相談室 2023年5月の予定
経営相談

岩佐秀明氏

中小企業診断士

【5／15(月）13：00-15：00】

登記相談

上瀬戸拓也氏

司法書士

【随時】

法律相談

岡田秀樹氏

弁護士

【6月を予定】

許認可申請相談

山口美津男氏

行政書士

【随時（月・水・金）】

発明・特許相談

内藤拓郎氏

弁理士

【5／10（水）9：45-11：45 】

税務相談

別段　清氏

税理士

【常駐　10：00-16：00】

労務相談

定蛇　萌氏

社会保険労務士

【6月を予定】

各種相談を
希望される方

苫小牧商工会議所に
TEL（予約手続き）

当日予約時間に
お越しください

予約・お問い合わせ

苫小牧商工会議所・地域振興課

TEL : 33-5454
※事業承継相談は地域振興課まで

ご利用
ください

女性会  第40回技能祭出店　収益金の一部を苫小牧技能士協会へ寄付

　苫小牧商工会議所女性会（成田
富貴子会長＝カクサダクリーニン
グ㈱常務取締役）は3月5日、第40
回技能祭に出店し、野菜・果物の
販売と会員が持ち寄った日用品な
どのバザーを行い、収益金の一部
を苫小牧地区技能士協会（福森希
志雄会長＝㈱福森工務店代表取締
役オーナー）へ寄付した。
　女性会はこれまで、女性会事業
委員会が中心となっておでんやそ

ば・うどんなどの飲食品を技能祭
で販売してきたが、新型コロナウ
イルスの影響により技能祭の中止
が続いていたため4年ぶりの出店と
なった。
　寄付金は3月29日に成田会長か
ら福森会長へ手渡され、福森会長
は「女性の技能士育成に役立てた
い」と謝意を述べた。

毎月発行する会議所広報にチラシ、パンフレットを
同封します。
約2,300の会員事業所に貴社の商品やサービスを
PRしてみませんか？
例えば、A4版1枚を2,300枚郵送すると…
84円×2,300件＝193,200円
このサービスを使うと22,000円で済みます。 ご利用に際しましては、一定の規約があります。詳細は苫小牧商工会議所総務課まで。
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発行所 苫小牧市表町1丁目1番13号
Tel 33-5454  Fax 32-6058

発行人・編集人
ホームページ
E-mail

末松　仁
https://tomakomaicci.jp
tcci@ains.tomakomai.or.jp

・同封のチラシに関する内容は、直接同封サービス利用者にお問い合わせください。・情報の詳細や取引に関しては、 
取引当事者間で直接に連絡・交渉するものとし、トラブル等が生じた場合、苫小牧商工会議所は一切の責任を負いません。

苫小牧商工会議所
印刷／株式会社コスモグラフィック

▶︎

代表取締役：專齊 健太
住所：苫小牧字植苗131-54  BIBI BASE
電話：090-9086-3604
メール：info@hokkaido-gatewaytours.com
ホームページ：https://www.hokkaido-gatewaytours.com/
Instagram：https://www.instagram.com/gatewaytours/

Gateway Tours
ここにしかない 特別な体験を

会社情報会員さん  こんにちは

団体にも対応代表の專齊さん ここにしかない自然 小さな子でも安心して楽しめる

Gateway Tours

　
今
回
ご
紹
介
す
る
会
員
さ
ん
は
美
々

川
で
カ
ヌ
ー
ガ
イ
ド
を
行
う「G

atew
ay 

Tours

」（
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ツ
ア
ー
ズ
）。

代
表
の
專せ

ん
さ
い齊

健け
ん
た太

さ
ん
に
カ
ヌ
ー
ガ
イ

ド
と
し
て
創
業
に
至
っ
た
経
緯
と
自
社

の
サ
ー
ビ
ス
、
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
の

夢
を
叶
え
て
創
業

　
兵
庫
県
出
身
の
專
齊
さ
ん
。「
大
人

に
な
っ
た
ら
北
海
道
に
住
み
た
い
」
と

小
学
校
の
文
集
に
書
く
ほ
ど
ア
ウ
ト
ド

ア
が
好
き
で
、
北
海
道
に
強
い
憧
れ
を

持
つ
少
年
だ
っ
た
と
い
う
。
高
校
生
の

頃
に
は
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
を
利
用

し
て
自
転
車
で
北
海
道
中
を
１
人
で
巡

り
、
住
み
込
み
で
カ
ヌ
ー
や
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
バ
イ
ト
を
行
う
な
ど
、
大
好
き

な
旅
と
ア
ウ
ト
ド
ア
に
熱
中
し
て
い
た
。

卒
業
後
は
、
道
内
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

カ
ヌ
ー
や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
し

て
経
験
を
積
み
、
２
０
１
６
年
春
か
ら

「G
atew

ay Tours

」
を
美
々
川
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　
同
社
の
ツ
ア
ー
は
「
だ
れ
も
が
体
験

で
き
る
川
下
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

て
い
て
、
１
歳
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
ツ
ア
ー
が

組
ま
れ
て
い
る
。
小
さ
な
子
ど
も
や
初

め
て
の
人
が
安
心
し
て
カ
ヌ
ー
に
乗
れ

る
よ
う
に
、
水
深
が
浅
く
、
流
れ
が
緩

や
か
な
美
々
川
を
ツ
ア
ー
の
舞
台
に
選

ん
だ
。
ま
た
、
新
千
歳
空
港
に
近
く
、

ウ
ト
ナ
イ
湖
に
接
し
た
北
海
道
ら
し
い

豊
か
な
自
然
に
強
く
惹
か
れ
、「
初
め

て
の
カ
ヌ
ー
」
と
「
北
海
道
に
来
た

人
」
の
入
り
口
に
な
る
と
い
う
思
い
を

込
め
、
屋
号
を
「G

atew
ay Tours

」

に
し
た
と
い
う
。

自
分
た
ち
の
手
で
操
舟

　
ツ
ア
ー
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点
で
簡
単

な
説
明
と
練
習
を
行
っ
て
か
ら
、
約
２

キ
ロ
の
川
を
ゆ
っ
く
り
下
っ
て
い
く
。

別
の
カ
ヌ
ー
に
ガ
イ
ド
が
乗
っ
て
同
行

す
る
た
め
、
自
分
た
ち
で
操
舟
す
る
楽

し
さ
を
し
っ
か
り
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。「
カ
ヌ
ー
は
全
員
で
協
力
す
る

乗
り
物
」
と
話
す
よ
う
に
、
息
を
合
わ

せ
な
け
れ
ば
ま
っ
す
ぐ
進
む
こ
と
も
難

し
く
、
く
る
く
る
と
回
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
茂
み
に
突
っ
込
ん
だ
り
し
て
し
ま

う
の
も
醍
醐
味
で
、
家
族
や
仲
間
内
で

力
を
合
わ
せ
て
川
下
り
を
満
喫
で
き
る
。

　
同
社
ツ
ア
ー
最
大
の
特
徴
は
、
同
行

す
る
ガ
イ
ド
が
川
下
り
中
の
写
真
を
た

く
さ
ん
撮
影
し
、
そ
の
写
真
デ
ー
タ
を

も
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
お
客
さ
ん
は

パ
ド
ル
か
ら
手
を
放
さ
ず
川
下
り
に
集

中
で
き
る
こ
と
か
ら
大
好
評
だ
。
ま
た
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
パ
ド
ル
な
ど
の

道
具
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
乗
り
場
も

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
足
元

の
心
配
も
な
く
、
手
ぶ
ら
で
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ヌ
ー
を
通
じ
て

地
域
の
魅
力
を
発
信

　
美
々
川
の
ツ
ア
ー
で
は
、
ウ
ト
ナ
イ

湖
に
立
ち
寄
る
マ
ガ
ン
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
７
月
下
旬
～
秋

に
か
け
て
は
、
ベ
ニ
ザ
ケ
が
遡
上
す
る

の
を
舟
の
上
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
美
々
川
な
ら
で
は
の
自
然
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
。（
※
シ
ー
ズ

ン
・
水
量
に
よ
っ
て
見
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
）

　
ま
た
、
か
つ
て
は
東
西
蝦
夷
地
を
結

ぶ
重
要
な
交
通
路
と
し
て
、
ユ
ウ
フ
ツ

越
え
の
舞
台
に
も
な
っ
た
美
々
川
。

　
地
元
の
人
で
も
詳
し
く
知
ら
な
い
人

も
多
い
が
、
自
身
も
博
物
館
や
勇
払
資

料
館
で
勉
強
し
、
ガ
イ
ド
中
に
説
明
し

て
い
る
。
当
時
丸
木
舟
が
通
っ
た“
い

に
し
え
の
道
”を
カ
ヌ
ー
で
下
り
な
が

ら
説
明
す
る
こ
と
で
、「
興
味
深
い
」

や
「
感
慨
深
い
」
な
ど
、
反
応
が
と
て

も
良
い
と
い
う
。

　「
こ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
全
身
で
感
じ
て
も
ら
い

た
い
。」
專
齊
さ
ん
の
舟
は
次
な
る
目

標
に
向
け
て
漕
ぎ
出
し
た
ば
か
り
だ
。

　カヌーの楽しさや奥深さ、美々川の魅力につい
て、目を輝かせて語る專齊さんから話を聞いてい
ると、すぐにでもカヌーに乗りたい気持ちになり
ました。ツアーは個人だけでなく小学校の体験
授業や企業研修にも利用されていて、80名を超
える団体の対応を行ったこともあるといいます。 
　花の便りが聞こえるこれからの季節、カヌーに
乗って日常とは違った風景に触れてみるのはいか
がでしょうか。ツアーへの申込みは同社ホーム
ページから行うのがスムーズでおすすめです！！

取材を通して感じたこと

HP

【集合場所】 〒 059-1365 苫小牧市植苗　
美々川タップコップ親水公園 ※カーナビで
は表示され無い場合があります。スマートフォ
ンのグーグルマップアプリがおすすめです。
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ト

コ
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線
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面
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面

至植苗ファミリー公園、
　植苗小中学校
至植苗ファミリー公園、
　植苗小中学校
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